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注）「」は、論文中の文章の抜粋，図番号は論文中の図番号，->論文文章からの推定 

 

論文 沿岸漂砂に関する情報 河川からの流出土砂に関

する情報 

参照文献 

吉高（1971）：

大淀河口付近

の海底変化に

ついて，第 18

回海岸工学講

演会論文集 

［深浅測量成果の解析，1959-1970］ 

・大淀川導流堤を挟んで河口より南北 500m 地点の 6m 水深位置は前進・

後退を繰り返すのみで一方向の変化なし（図-6） 

・「河口より南側は早めに安定した状態になったが、北側は一時欠潰

し、その後、堆積の傾向を続けている。これは日向灘の漂砂は南下が

卓越するということ（※1）資料を引用）を裏付けるものでもあるが、

北上する漂砂が河川導流堤によりさえぎられ、一時の欠潰がおこった

とみなされる時もある。漂砂は河川流による循環のなかに、まだある

とみるべきであろう。」 

->河口付近の地形は河川からの流出土砂の影響を受けることから、河

口付近の地形変化から沿岸漂砂を特定することは難しいことを示唆し

ている。 

 

 1)宮崎港調査報告書

(1962),運輸省第四港

湾建設局 

吉高・島田・高

野（1974）： 

河口導流堤付

近の海浜地形

変化と底質粒

径分布変化，第

21 回海岸工学

講演会論文集 

［深浅データ解析］ 

・「（大淀川）河口導流堤より離れた場所では導流堤建設中も完了後

も前進している様子は見受けられない。（図-4）」 

・「河口からの流出土砂は数ヶ月かかって北側の-10m～-12m 水深付近

に一時拡がって堆積し、その一部が河口導流堤付近岸側に徐々に集

まってくるといえそうである。」 

［蛍光砂調査,1970.7-11 月］ 

・一時的に北方にも拡がるが、その後は南に移動 

（投入地点は大淀川河口沖・河口北） 
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吉高（1978）：

日向灘海岸の

漂砂について，

第 25 回海岸工

学講演会論文

集 

［汀線変化（深浅測量成果より※2））］ 

・「一ツ瀬河口は 1966 年ころまでは北上していたが、その付近の汀線

は北が後退、南が前進している。しかし、その後、河口が南下し始め

るとそれは逆転してくる。すなわち、一ツ瀬と小丸川とからその中間

に向かう漂砂が卓越する時と、その逆の時もある。（図-9）」 

 

［河口閉塞速度から沿岸漂砂量を試算］ 

・南方向に年間平均 23 万 m3、北方向に年間 11 万 m3 

（昭和 44 年 7 月～10 月の測量データより解析） 

 

一ツ瀬川流出土砂量を 4

～17 万 m3/年と推定 

2)一ツ瀬川河口の深浅

測量が実施されている

模様 

岸（1979）： 

宮崎海岸にお

ける漂砂の現

地観測につい

て，第 26 回海

岸工学講演会

論文集 

［流れ、昭和 52 年度調査］ 

○潮流 

・半日周潮流系と日周潮流系の混合潮型で最大流速は 20cm/s 程度 

○恒流（大淀川河口中心に北側 6km，南側 10km，沖合 6km の範囲） 

・夏期は全海域とも南流で、北側海域沖で 20cm/s、大淀川河口沖で 25

～30cm/s、南側海域沖で 30cm/s 程度 

・冬期は流速が 2～4cm/s で非常に弱く、地域的特長はない 

○恒流が早い南流となる夏期は潮流と重なって 30～60cm/s の強い南

流が発生 

［蛍光砂調査，1978.9 実施］ 

・汀線付近投入砂は南北に約 600m 拡がっている 

・水深 5,11m 付近投入砂はほとんど拡がりはなく、わずかに南および

汀線方向に移動 

［浮標による沿岸流調査，1977 年 9 月,10 月,1978 年 2 月実施］ 

・ほとんど南流 
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内田・長友・鶴

谷 ・ 佐 藤

（1979）: 

宮崎海岸移動

床模型実験，第

26 回海岸工学

講演会論文集 

［沿岸漂砂量］ 

・目視による波浪観測から佐藤・田中式で沿岸漂砂量を試算 

（波向は 16 方位で整理されている） 

北向き漂砂量：871,450m3/年 

南向き漂砂量：499,580m3/年 

正味漂砂量 ：371,870m3/年（北向き） 

 

 

 

［大淀川の年間流下土砂

量］※3) 

S46 :57,700 m3 

S47 :53,900 m3 

S48 :13,522 m3 

S49 :16,517 m3 

S50 :32,900 m3 

平均:34,900 m3 

3)建設省宮崎工事事務

所：大淀川下流地区流

砂量検討報告書，昭和

52 年 6 月） 
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